
大
江
戸
線
延
伸
推
進
会
議

こ
れ
ま
で
区
・
区
議
会
・

延
伸
地
域
の
町
会
で
組
織
す

る
「
大
江
戸
線
延
伸
促
進
期

成
同
盟
」
が
中
心
と
な
り
関

係
機
関
へ
の
要
請
活
動
、
促

進
大
会
の
開
催
、
啓
発
活
動

等
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
大

江
戸
線
の
延
伸
は
、
区
へ
の

経
済
効
果
も
大
き
い
こ
と
か

ら
、
平
成
29
年
８
月
に
大
江

戸
線
延
伸
促
進
期
成
同
盟
は

区
内
経
済
・
産
業
団
体
、
町

会
等
８
つ
の
団
体
と
「
大
江

戸
線
延
伸
推
進
会
議
」
を
設

立
し
、
大
江
戸
線
の
延
伸
実

現
に
向
け
て
一
丸
と
な
っ
て

活
動
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

■
構
成
団
体
（
９
団
体
）

大
江
戸
線
延
伸
促
進
期
成

同
盟
、（
一
社
）
練
馬
産
業
連

合
会
、
東
京
商
工
会
議
所
練

馬
支
部
、
練
馬
区
商
店
街
連

合
会
、（
公
社
）
練
馬
東
法
人

会
、（
公
社
）
練
馬
西
法
人
会
、

東
京
あ
お
ば
農
業
協
同
組
合
、

練
馬
区
町
会
連
合
会
、
光
が

丘
地
区
連
合
協
議
会

■
大
江
戸
線
延
伸
推
進
会

議
の
活
動

①

広
報
啓
発
活
動
、
周
知

協
力
②
関
係
機
関
へ
の
働
き

か
け
（
関
係
機
関
へ
の
要
請

活
動
、
各
団
体
本
部
組
織
等

へ
の
働
き
か
け
）。

大
江
戸
線
の
延
伸
（
光
が

丘
〜
大
泉
学
園
町
間
）
に
つ

い
て
は
、
都
と
区
が
事
業
化

に
関
す
る
協
議
を
積
み
重
ね

て
き
た
結
果
、
都
や
国
の
計

画
に
お
い
て
整
備
に
向
け
て

明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。

令
和
元
年
12
月
に
公
表
さ
れ

た
「『
未
来
の
東
京
』
戦
略
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
都
は
、

延
伸
に
つ
い
て
「
関
係
者
と

事
業
化
に
つ
い
て
協
議
・
調

整
を
進
め
る
」
と
位
置
付
け

た
。

区
に
お
い
て
は
、
大
江
戸

線
延
伸
推
進
会
議
の
活
動
に

加
え
て
、
延
伸
に
向
け
た
都

と
の
実
務
的
協
議
や
大
江
戸

線
延
伸
推
進
基
金
の
積
み
立

て
、
新
駅
予
定
地
周
辺
を
中

心
に
良
質
な
環
境
に
資
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
、

早
期
事
業
着
手
に
向
け
て
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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構
成
団
体
（
９
団
体
）
が
動
く

先
月
22
日
、
練
馬
区
、
区
議
会
、
延
伸
地
域
の
町
会
で
組
織
す
る

大
江
戸
線
延
伸
促
進
期
成
同
盟
と
区
内
経
済
・
産
業
団
体
、
町
会
等

で
組
織
す
る
大
江
戸
線
延
伸
推
進
会
議
は
東
京
都
庁
を
訪
問
し
、
大

江
戸
線
延
伸
の
早
期
事
業
着
手
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。

都営地下鉄大江戸線延伸の早期事業着手に関する要望書

時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
東京が将来にわたって持続的に発展し日本全体を牽引し続けるた

めには、活発な都市活動を支える鉄道網のさらなる充実が不可欠で
す。大江戸線の延伸（光が丘～大泉学園町）は、首都圏の広域交通
ネットワークの強化・充実に資するとともに、練馬区の北西部に残
された、23区でも数少ない鉄道空白地域を解消する重要なプロジェ
クトです。
延伸実現に向けて、昭和63年に延伸地域住民・区議会・区により

大江戸線延伸促進期成同盟を設立し、長年に渡り促進活動に取り組
んできました。平成29年には、区内の経済団体等とともに大江戸線
延伸推進会議を設立しました。いまや大江戸線の延伸は、区全域の
多くの住民が切望するもので、機運は大いに高まっています。
本路線は、都と区が事業化に関する協議を積み重ねてきた結果、

都や国の計画において整備に向けて明確に位置付けられました。令
和元年12月、都は、2040年代に目指す東京の姿「ビジョン」と、
その実現のために取り組むべき戦略を示した「『未来の東京』戦略
ビジョン」を公表し、その中で、調整が整った路線から順次事業に
着手していくとした上で大江戸線の延伸について「関係者と事業化
について協議・調整を進める」と位置付けました。
大江戸線の延伸実現に向けた取り組みは大きく進んでいます。導

入空間となる道路整備については、延伸区間全体の用地取得率がす
でに８割を超えています。新駅予定地周辺や沿線のまちづくりの進
展、都と区の実務的な協議の進展、区の延伸推進基金が目標額であ
る50億円に達したことなど、国の答申で進めるべきとされた路線の
なかでも取組の熟度は極めて高いと考えています。
新型コロナウイルス感染症対策が喫緊の課題ですが、都市インフ

ラの整備は、長い年月を要するものであり、今から計画的に取組を
進めていくことが重要です。延伸に向けた取組の進捗については、
昨年10月の小池都知事と区長の意見交換の場においても都知事に直
接お伝えし、改めて早期事業化を要望したところです。
延伸の効果や必要性、地域の思い、取組の熟度等を踏まえ、1日

も早い事業着手の判断をお願い申し上げ、以下の取組を早急に行う
よう要望します。

記

1 課題となっている駅やトンネルの構造、延伸に必要な車両の留置
施設などの施設計画を早急に取りまとめること。
2 延伸に必要な施設計画、将来需要を踏まえた収支採算の見通しを
早急に立てるとともに、その際は、全線に係る様々な対策費との関
連を整理したうえで精査すること。
3 前記1、2を踏まえ、延伸に係る事業計画を早急に取りまとめ、環
境影響評価など事業化に向けた調査・手続きに着手すること。
4 延伸に向けて必要となる協議・調整や延伸のまちづくりをより円
滑かつ効率的に進めるため、都が進める鉄道施設の検討状況などを
練馬区へ適宜、情報提供すること。
5 都市計画道路補助230号線の用地取得を進め、大江戸線延伸に必
要な導入空間を早期に確保すること。
また、整備スケジュールについて、地域住民に丁寧な情報提供を

行うとともに、用地を取得できた区間からの先行整備と交通開放を
検討すること。

令和3年1月22日
東京都知事　小池百合子様

事
業
化
に
向
け
た
課
題
の
検
討
を

早
急
に
進
め
る
こ
と
な
ど
５
項
目
を

要
望
し
た
。
対
応
し
た
内
藤
交
通
局

長
は
、
「
将
来
の
旅
客
需
要
の
分

析
・
評
価
や
延
伸
お
よ
び
混
雑
対
策

に
必
要
な
設
備
・
施
設
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。
課
題
の
解
決
に

向
け
て
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

問
合
せ
　
練
馬
区
大
江
戸
線
延
伸

課
　
☎
（
５
９
８
４
）
１
５
４
０

左から、奥山建設局道路監、福田都市整
備局技監、内藤交通局長、小西副区長、
内山副区長

練 馬 区



【
指
導
方
針
】

①
長
所
を
ほ
め
る
。
自
分

の
い
い
面
に
気
づ
か
せ
る
。

②
人
と
比
べ
な
い
。
過
去

の
自
分
と
比
べ
る
。

③
進
歩
が
見
ら
れ
た
ら
、

何
が
ど
う
進
歩
し
た
か
を
、

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
。

④
進
歩
を
楽
し
む
。

⑤
も
っ
と
、
と
い
う
意
欲

を
引
き
出
す
。

⑥
努
力
す
る
人
に
な
る
。

努
力
す
れ
ば
伸
び
る
。
力
も

自
信
も
つ
く
。

【
指
導
の
特
色
】

①
少
人
数
授
業
。

②
授
業
＋
個
別
指
導
。

③
プ
ロ
の
教
師
の
指
導
。

④
個
性
に
応
じ
た
指
導
。

個
別
指
導
で
個
性
を
把
握
。

小
テ
ス
ト
等
で
力
を
確
認
。

力
に
応
じ
て
演
習
を
行
う
。

【
中
学
生
の
指
導
】

主
体
性
を
重
視
。

能
力
や
適
性
に
つ
い
て
個
別

に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
特
に

長
所
を
自
覚
し
て
主
体
的
に

伸
ば
す
よ
う
指
導
。

【
小
学
生
の
指
導
】

き
め
の
細
か
い
指
導
。

き
め
細
か
く
個
性
を
把
握
。

能
力
向
上
に
重
点
を
置
く
。

能
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
り
、

記
憶
力
・
理
解
力
・
思
考
力

な
ど
の
能
力
を
磨
く
。

読
書
感
想
文
も
特
色
。

【
指
導
の
目
標
】

正
し
く
理
解
す
る
力
や
、

正
し
く
考
え
る
力
を
伸
ば
す

こ
と
に
重
点
を
置
く
。

一
生
の
財
産
に
な
る
能
力

を
磨
く
こ
と
を
め
ざ
す
。

【
特
色
】

①
超
少
人
数
制
授
業

ク
ラ
ス
定
員
７
名
程
度
で

生
徒
の
反
応
を
見
な
が
ら
確

実
に
わ
か
る
授
業
を
す
る
。

先
生
か
ら
の
一
方
的
な
講
義

で
は
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
で
は

み
ん
な
で
考
え
議
論
を
導
く

授
業
。
質
問
も
し
や
す
い
。

ま
た
個
々
に
応
じ
た
サ
ポ
ー

ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

②
科
目
選
択
受
講
制

中
学
部
は
数
学
・
英
語
・

理
科
、
高
等
部
は
数
学
・
英

語
・
物
理
か
ら
選
択
受
講
。

③
オ
プ
シ
ョ
ン
映
像
授
業

苦
手
分
野
克
服
の
た
め
の

数
学
塾
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
授

業
も
併
せ
て
受
講
で
き
る
。

④
自
由
に
使
え
る
自
習
室

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
自
習
室
を
開
放
し
て
い
る
。

自
習
中
わ
か
ら
な
い
所
は
質

問
で
き
る
。

【
合
格
実
績
】

▽
高
校
入
試

〈
国
立
〉
筑
波
大
付
属
２

〈
都
立
〉
戸
山
６
　
富
士
６

大
泉
５
　
新
宿
３
　
井
草
３

豊
島
３
　
西
２
　
北
園
２
他

▽
大
学
入
試

〈
国
公
立
〉
お
茶
の
水
女
大

京
都
大
２
　
京
都
府
立
医
大

埼
玉
県
立
大
２
　
首
都
大
３

千
葉
大
２
　
筑
波
大
（
理
工
）

東
大
（
理
Ⅰ)

２
　
東
学
大
２

東
工
大
２
　
富
山
大
（
医
）

東
京
海
洋
大
　
山
形
大
（
医)

電
通
大
２
　
国
際
教
養
大

〈
私
立
〉
青
山
学
院
大(

経
）

慶
應
大
３
　
北
里
大
（
医
）

芝
浦
工
大
７
　
成
蹊
大
４

中
央
大
11

東
京
薬
科
大
３

東
京
理
科
大
22

法
政
大
３
　

日
大(

獣
医)

２
　
明
治
大
17

立
教
大
６
　
早
稲
田
大
13
他
　

【
特
徴
】

☆
部
活
動
や
習
い
事
で
忙

し
い
子
ど
も
で
も
受
講
し
や

す
い
３
つ
の
シ
ス
テ
ム

①
選
べ
る
曜
日
時
間
帯

②
学
習
進
度
も
自
由
自
在

③
安
心
の
振
替
制
度

☆
や
る
気
が
高
ま
る
３
つ

の
仕
組
み

①
講
師
責
任
担
当
制

②
ポ
イ
ン
ト
制
で
図
書
券

な
ど
進
呈

③
明
る
く
広
い
独
立
ブ
ー

ス
☆
安
心
・
安
全
の
３
つ
の

理
由①

自
分
専
用
ｗ
ｅ
ｂ
マ
イ

ペ
ー
ジ
か
ら
毎
回
の
授
業
内

容
を
家
庭
に
報
告

②
入
退
室
連
絡
メ
ー
ル
で
、

入
退
室
を
連
絡

③
光
が
丘
公
園
近
く
に
３

教
室
あ
り
自
宅
か
ら
近
い
教

室
を
自
由
に
選
択

☆
先
生
１
人
に
生
徒
２
人

ま
で
の
と
こ
と
ん
「
個
別
指

導
」
な
の
に
安
心
の
授
業
料

（
８
、
２
０
０
円
〜
）

【
指
導
方
法
】

☆
集
中
力
が
続
く
60
分
授

業
の
「
個
別
指
導
」
＆
学
習

内
容
が
定
着
す
る
ま
で
く
り

返
し
学
習
す
る
「
巡
回
指
導
」

の
セ
ッ
ト
受
講
を
奨
励
。
個

別
指
導
に
あ
り
が
ち
な
演
習

不
足
を
解
消
し
、
理
解
し
、

解
答
を
作
成
す
る
力
を
身
に

つ
け
る
。

☆
同
塾
の
価
値
観
と
理
念

が
結
集
さ
れ
た
「
５
つ
の
誓

い
」
の
下
、
一
人
ひ
と
り
に

ピ
ッ
タ
リ
の
勉
強
方
法
で
、

や
る
気
と
学
力
を
高
め
、
目

標
達
成
を
サ
ポ
ー
ト
。

【
特
色
】

①
大
学
受
験
指
導
30
年
の

伝
統
と
実
績
の
あ
る
「
塾
」。

５
年
連
続
早
稲
田
大
学
合
格
。

都
立
中
堅
校
レ
ベ
ル
の
生
徒

も
早
慶
を
含
む
難
関
私
大

（
明
治
・
法
政
・
中
央
・
東
理

大
等
）
に
合
格
し
て
い
る
。

高
校
受
験
で
は
、
都
立
西

高
校
へ
３
名
の
合
格
者
中
、

２
名
の
進
学
を
果
た
し
た
。

②
大
学
受
験
を
最
終
目
標

に
中
・
高
・
大
の
受
験
を
専

門
的
・
段
階
的
に
指
導
。
少

人
数
精
鋭
の
ク
ラ
ス
授
業
の

他
、
必
要
に
応
じ
た
個
人
指

導
コ
ー
ス
も
充
実
。（
小
３
〜

既
卒
生
）

③
本
当
の
意
味
で
の
き
め

細
か
い
指
導
で
、
塾
生
全
員

が
成
績
向
上
、
志
望
校
合
格

を
果
た
す
。
一
貫
し
て
高
い

合
格
率
を
保
持
。

④
塾
生
が
高
い
目
標
を
掲

げ
て
「
受
験
」
と
真
摯
に
対

峙
す
る
過
程
で
人
間
的
な
成

長
を
見
守
っ
て
い
く
。

【
指
導
方
針
】

①
『
絶
対
成
績
Ｕ
Ｐ
を
』

１
ク
ラ
ス
５
〜
15
名
の
レ

ベ
ル
別
構
成
。
指
導
技
術
は

も
ち
ろ
ん
、
人
間
性
に
優
れ

た
専
任
講
師
が
親
身
に
指
導
。

自
習
や
質
問
は
い
つ
で
も
０

Ｋ
。
中
・
高
生
の
学
校
定
期

試
験
対
策
も
完
全
サ
ポ
ー
ト
。

②
『
生
徒
個
々
の
将
来
を

考
え
た
進
路
指
導
』

将
来
の
夢
や
希
望
、
適
性

を
本
人
や
保
護
者
と
面
談
を

通
じ
て
十
分
に
話
し
合
い
、

成
績
・
偏
差
値
で
は
な
く
正

確
な
情
報
と
一
歩
先
を
考
え

た
進
路
選
択
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

長
所
か
ら
伸
ば
せ
る

【
特
色
】

①
３
名
前
後
の
少
人
数
制
。

②
40
年
近
い
実
績
か
ら
生

ま
れ
た
旺
文
社
Ｌ
Ｌ
教
授
法

の
実
践
校
。
言
語
習
得
過
程

に
そ
っ
て
総
合
的
な
英
語
力

を
育
成
。

③
小
学
生
〜
大
学
生
・
社

会
人
ま
で
多
彩
な
コ
ー
ス
を

展
開
。
個
別
指
導
も
行
う
。

④
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
視
聴
覚
機

器
・
教
材
を
駆
使
し
た
立
体

的
な
授
業
。

⑤
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、

英
単
語
検
定
、
音
読
コ
ン
テ

ス
ト
、
リ
ス
ニ
ン
グ
マ
ラ
ソ

ン
の
実
施
。
学
ん
だ
こ
と
が

形
に
残
る
。

⑥
実
用
英
語
技
能
検
定

（
英
検
）
の
準
会
場
校
。
多
数

合
格
。

⑦
講
師
は
英
検
準
１
級
以

上
の
レ
ベ
ル
、
指
導
経
験
豊

富
。⑧

２
０
２
０
年
の
英
検
合

格
者
数
53
名
。
準
１
級
の
合

格
者
が
出
る
な
ど
生
徒
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
誇
る
。

【
指
導
方
針
】

①
こ
と
ば
の
能
力
四
技
能

（
聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書

く
）
を
総
合
的
に
習
得
で
き

る
よ
う
適
切
な
指
導
を
行
う
。

②
長
期
的
な
展
望
に
た
っ

た
指
導
に
よ
り
「
本
物
の
英

語
力
」
を
養
成
。

③
実
際
の
授
業
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
活
用
な
ど
、
学
習
効
果
が

期
待
で
き
る
指
導
法
を
実
践
。

④
生
徒
一
人
一
人
の
力
・

ニ
ー
ズ
を
理
解
す
る
親
身
な

指
導
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
の
授
業
、

メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用

し
た
質
問
対
応
や
英
作
文
添

削
の
実
施
。

 

 

君
は

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
好
き
か

日
本
一
に

な
り
た
い
か

今
か
ら
努
力
し
て

挑
戦
を

余
裕
の
あ
る
人
生
を

君
に
送
っ
て
も
ら
い
た
い

大
人
に
な
っ
て

今
が
一
番
大
事
な
時
だ
と

気
づ
く
だ
ろ
う

学
び
は
人
生
の
第
一
歩

さ
あ
　
踏
み
出
せ
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▽
寿
司
・
割
烹
・
磯
料
理

す
し
征
（
３
丁
目
）
＝
店

内
１
階
を
テ
ー
ブ
ル
椅
子
式

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
長

ソ
フ
ァ
ー
が
あ
り
、
い
ろ
い

ろ
と
便
利
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
は
「
東
京
で
２
番
目
に

美
味
し
い
、
味
の
名
店
、
す

し
征
」。

日
曜
・
祝
日
も
利
用
で
き

る
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
、
11
時

30
分
か
ら
14
時
30
分
。

海
鮮
丼
・
海
鮮
太
巻
各
９

０
０
円
は
お
新
香
・
み
そ

汁
・
も
ず
く
酢
付
き
。
に
ぎ

り
１
３
０
０
円
よ
り
。

月
曜
日
定
休
、
祝
日
の
と

き
は
翌
日
休
み
。

Tel
（
３
９
７
０
）
２
０
３
０

リ
ま
で
取
り
揃
え
て
あ
る
の

で
、
楽
し
み
な
が
ら
選
べ
る
、

海
苔
も
同
様
で
、
い
つ
も
の

定
番
品
を
逸
し
て
お
薦
め
品

に
挑
戦
し
て
み
る
と
、
新
た

な
発
見
を
体
験
で
き
る
。

Tel
（
３
９
７
６
）
６
９
０
１

▽
ぎ
ょ
う
ざ
屋
　
大
盛
軒

（
イ
マ
チ
カ
）
＝
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
中
の
半
年
間
餃
子
を
食
べ

ら
れ
な
か
っ
た
反
動
で
、
餃

子
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い

る
。
焼
き
上
が
り
３
パ
ッ
ク

１
０
０
０
円
。
広
東
麺
セ
ッ

ト
７
５
０
円
。
中
華
料
理
各

種
も
出
来
た
て
が
お
持
ち
帰

り
で
き
る
。

Tel
（
３
９
７
６
）
０
８
４
８

１
等
　
現
金
30
万
円
ま
た

は
選
べ
る
電
子
マ
ネ
ー
ギ
フ

ト
「
Ｅ
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
セ
レ
ク

ト
ギ
フ
ト
」
31
万
円
分
　
各

組
共
通
・
く
じ
番
号
６
け

た
＝
７
５
７
４
６
２
　
２
等

ふ
る
さ
と
小
包
な
ど
　
各
組

共
通
・
同
下
４
け
た
＝
６
３

３
５
　
３
等
　
お
年
玉
切
手

シ
ー
ト
　
各
組
共
通
・
同
下

２
け
た
＝
60

58

50

賞
品
引
換
期
間
＝
２
０
２

１
年
７
月
20
日
ま
で
　
本
人

の
確
認
で
き
る
証
明
書
と
、

当
選
は
が
き
・
当
選
切
手
を

持
っ
て
郵
便
局
へ
。

11
月
の
朝
ま
だ
寒
い
中
、

私
は
一
人
、
電
動
付
自
転

車
を
走
ら
せ
て
い
た
。
こ

の
日
の
目
的
地
は
免
許
更

新
の
た
め
に
向
か
う
約
13

㌔
㍍
先
の
府
中
運
転
免
許

試
験
場
。
乗
り
物
酔
い
が

激
し
い
の
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
が
怖
い
の
と
で
、
通
勤

を
は
じ
め
、
日
常
自
転
車

を
使
う
こ
と
が
多
い
。
成

人
に
な
る
ま
で
過
ご
し
た

三
鷹
方
面
を
通
っ
て
い
く

ル
ー
ト
を
選
び
向
か
っ
た
。

途
中
、
家
族
で
一
緒
に
ピ

ク
ニ
ッ
ク
を
し
た
公
園
を

通
っ
た
途
端
な
ん
だ
か
懐

か
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
き

た
。
父
母
や
妹
と
写
真
を

撮
っ
た
広
場
の
前
、
今
も

あ
る
あ
る
、
あ
の
時
の
洋

服
は
…
。
と
思
い
出
に
浸

り
始
め
た
。
し
ば
ら
く
す

る
と
、
中
学
生
の
時
に
試

合
を
し
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

が
見
え
て
き
た
。
あ
の
日

は
す
ご
い
風
が
吹
い
て
い

て
ラ
リ
ー
が
続
か
ず
、
い

か
に
風
を
味
方
に
つ
け
る

か
で
勝
敗
が
決
ま
り
、
強

豪
の
中
学
に
勝
ち
、
区
内

中
学
校
の
軟
式
テ
ニ
ス
の

団
体
戦
で
２
位
に
な
っ
た
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
そ
の
ま

ま
な
の
が
嬉
し
く
て
つ
い

つ
い
停
ま
っ
て
、
垣
根
か

ら
覗
い
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
あ
た
り
か
ら
は
高
等
学

校
に
通
っ
て
い
た
自
転
車

の
通
学
路
。
こ
の
お
店
は

ま
だ
あ
る
、
こ
こ
は
な
く

な
っ
た
、
と
ひ
と
つ
ず
つ

見
な
が
ら
目
的
地
に
着
い

た
。
体
は
ポ
カ
ポ
カ
、
心

は
懐
か
し
さ
で
ホ
ッ
コ
リ

温
か
く
な
っ
て
い
た
。
帰

り
道
で
も
当
時
住
ん
で
い

た
家
が
あ
っ
た
場
所
や
遊

ん
だ
公
園
等
少
し
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
地
域
を
巡
っ

て
、
童
心
に
戻
っ
て
し
ま

っ
た
。
家
に
着
く
と
現
実

に
戻
り
な
が
ら
も
な
ん
だ

か
温
か
い
気
持
ち
が
残
っ

て
い
た
。
懐
か
し
い
場
所

を
巡
る
だ
け
だ
っ
た
け
れ

ど
も
、
懐
か
し
さ
の
感
情

は
こ
ん
な
に
も
心
に
残
り
、

そ
し
て
気
持
ち
を
和
ま
せ

て
く
れ
る
の
だ
と
つ
く
づ

く
感
じ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
閉

塞
感
を
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
た
。

「
先
生
お
久
し
ぶ
り
で

す
」
と
光
が
丘
新
聞
を
見

て
私
が
光
が
丘
さ
く
ら
幼

稚
園
に
着
任
し
た
こ
と
を

知
り
、
訪
ね
て
き
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
や
お
手
紙
を

く
だ
さ
っ
た
方
々
が
い
ら

し
た
。
光
が
丘
新
聞
の
広

報
力
は
す
ご
い
。
修
了
生

の
保
護
者
の
方
々
が
成
長

さ
れ
た
お
子
さ
ん
の
お
話

し
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
り
、

懐
か
く
嬉
し
さ
に
包
ま
れ

た
。
ま
た
、
中
学
校
の
時

の
恩
師
が
光
が
丘
新
聞
で

知
っ
た
と
お
手
紙
を
く
だ

さ
り
、
と
て
も
嬉
し
く
何

度
も
読
み
返
し
た
。
懐
か

し
い
人
々
と
の
再
会
も
私

の
心
の
中
を
温
か
く
し
て

く
れ
た
。

光
が
丘
さ
く
ら
幼
稚
園

に
通
う
子
供
た
ち
に
と
っ

て
も
、
幼
稚
園
で
の
毎
日

が
楽
し
く
充
実
し
た
も
の

と
な
り
、
こ
の
場
所
、
教

職
員
と
の
関
わ
り
が
大
き

く
な
っ
た
時
に
楽
し
か
っ

た
思
い
出
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
、
よ
り
よ
い
保
育

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

子
供
た
ち
が
逆
境
に
あ
っ

た
と
き
に
「
あ
あ
！
懐
か

し
い
！
！
」
と
い
う
言
葉

と
共
に
温
か
さ
が
心
に
広

が
り
次
へ
の
活
力
に
な
る

場
所
や
人
に
な
る
よ
う
に
。

東
京
都
生
ま
れ
　
練
馬

区
在
住

-661-

光
が
丘
さ
く
ら

幼
稚
園
園
長

「
コ
ロ
ナ
禍
の
癒
し
」

檀
原
　
雅
恵

 

ソ
フ
ァ
ー
で
味
わ
う
本
物
の
お
寿
司

▽
お
茶
・
海
苔
　
森
田
園

（
イ
マ
チ
カ
）
＝
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
日
本
茶
が
効
く
ら
し

い
と
、
巷
で
評
判
に
な
っ
て

い
る
。
お
茶
は
ピ
ン
か
ら
キ

お
茶
・
海
苔
に
も
冒
険
を

ズ
バ
リ
餃
子
が
旨
い

年
賀
は
が
き
・
切
手
当
せ
ん
番
号


